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自己紹介

• 熊本大学附属図書館 係員

熊本地震発生当時 利用支援担当

現在 雑誌担当

• 今までに居住した場所

福岡・茨城・千葉・熊本

図書館で働き始めてから体験した九州の地震
2005年3月20日（日）福岡県西方沖地震

自主的な勉強会で、被害を受けた
大学図書館の話を聞く機会があったが･･･
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７．記録を残し、伝える
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１．熊本大学附属図書館

概要

熊本大学附属図書館
公認キャラクター「くまぽん」
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１．熊本大学附属図書館 概要

中央館（黒髪キャンパス）

医学系分館
（本荘・九品寺
キャンパス）

薬学部分館
（大江キャンパス）
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１．熊本大学附属図書館 概要

• 熊本市中央区に３つのキャンパスを持つ

• ７学部/１０大学院を持つ総合大学

• 約11,000名の学部生と大学院生、

約2,600名の教職員が在籍
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• 8,884㎡ 695席

• 1973年 竣工 （地上2階・地下2階）

• 2006年 増築 （南棟・放送大学と合築）

• 2013年 改修工事 （耐震補強）

• 入館者数 387,675人 / 年
• 職員数 21名

• 開館時間（授業期）

平日 8：40-22：00
土日祝日 12：00-18：00

中央館 （ 黒髪キャンパス）

1,208人/日
（平成28年度平均）
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医学系分館 （本荘・九品寺キャンパス）

320人/日
（平成28年度平均）

• 2,440㎡ 226席
• 医学部・大学病院地区
• 2009年 竣工 医学教育図書棟（６階建）

地上１-２階・地下１階を使用
• 入館者数 97,728人 / 年
• 職員数 4名

• 開館時間（授業期）

平日 9：00-21：00
土日祝日 12：00-18：00
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薬学部分館 （大江キャンパス）

156人/日
（平成28年度平均）

• 654㎡ 58席

• 1988年 竣工 大学院実験研究棟（３階建）

地上１‐２階を使用

• 入館者数 34,894人 / 年
• 職員数 3名

• 開館時間（授業期）

平日 9：00-17：00

土日祝日 休館
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２．地震前の防災対策

2016年4月1日（金）撮影
熊本大学
五高記念館 10



2017年8月12日撮影
熊本市中央区

下通アーケード内 11



白川の過去の水害

1953年（昭和23年）6月26日

1980年（昭和55年）8月30日

1990年（平成2年）7月2日

2012年（平成24年）7月12日
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２．地震前の防災対策

「中央館危機管理マニュアル」
を作成し、随時改訂。

【項目】

・緊急時の対応

・自然災害等 （風水害・地震・火災・停電）

・病気・事故

・人的トラブル

・犯罪

・情報セキュリティ

地震時の初期対応
について記載されている。
図書館から避難場所
（運動場）への誘導まで。
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２．地震前の防災対策

「非常変災における附属図書館の

臨時閉館に関する申合せ」（平成27年3月）

休講に関する全学的な基準に合わせたもの
↓

想定しているのは「風水害」

※熊本市に特別警報（暴風、大雨、暴風雪、大雪に限る）
並びに警報（暴風に限る）が発令された場合
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３．前震後の初期対応
４月１４日（木）～１５日（金）

2016年4月15日（金）
情報共有のために
設置したホワイトボード
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３．平成２８年熊本地震

４月１４日（木）２１時２６分
M6.5 最大震度７．０（益城町）

熊本市：震度６弱

４月１６日（金）０１時２５分
M7.3 最大震度７．０（益城町・西原村）

熊本市：震度６強

気象庁 推計震度分布図

前震 本震
２８時間後
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３．前震発生後の初期対応

４月１４日（木）
• 中央館 開館中 （２２時まで開館予定）

外部委託スタッフ２名により業務

• 医学系分館 閉館 （２１時で閉館）

• 薬学部分館 閉館 （夜間開館なし）

“２４時間利用サービス”の利用者なし
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中央館 ４月１４日（木）

２１：２６ 前震発生 閉館３０分前
・約１００名の利用者が館内に
・机の下で安全を確保する姿も見られた

２１:３０頃 揺れがおさまった後
・館内を巡回し、書架から離れて
自分の安全を確保するように伝える
・２回目の巡回で利用者を館外へ誘導

２１：４０頃 ・職員３名が中央館へ到着
・委託スタッフと協力し、館内状況の確認
・設備エラーへの対応

（地震の衝撃で開いた防火扉を戻す等）
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中央館 ４月１４日（木）

２１：５０ ・利用者の帰宅を促し、利用者玄関を
施錠

＜利用者は落ち着いて行動した＞
・残っている利用者がいないか再確認

＜職員・中央館待機＞

２２:００
過ぎ

・館長/部課長へ状況報告（電話）
・緊急連絡網による職員安否確認

＜前震直後～３０分ほどは
電話が通じなかった＞

・館内設備エラー（ポンプ室等解除）
・都市ガスは翌朝業者へ連絡
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中央館 ４月１４日（木）

２２：３０ ・職員数名の安否が不明のまま状況報告
＜都市ガスを除く

ライフラインに問題なし＞

２３:００
過ぎ

・中央館施錠
・委託業者と情報共有

４月１４日（木）２１:２６～
１５日（金）８：００

熊本県熊本地方を震央とする

最大震度５弱以上の地震
（気象庁 震度データベース検索）

時刻 最大震度

２１時２６分 震度７

２２時０７分 震度６弱

２２時３８分 震度５弱

２３時４３分 震度５弱

０時０３分 震度６強

０時０６分 震度５強

１時５３分 震度５弱
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中央館 ４月１５日（金）

• 事務室にホワイトボード設置＜情報共有＞

• 地震による大学の休講が決定

• 図書館も余震に備え、１５日（金）・１６（土）

・１７日（日）の３日間を全館臨時休館と決定

• 落下図書約１万冊の再配架作業を完了

• 図書は棚の奥に入れ込む

• 被害状況記録のため、写真収集を指示

この時点では、「本震」発生の可能性を
誰も考えていない

↓
１６日（土）１:２５ＡＭ 本震発生

４月１６日（土）１:２５～８：００

熊本県熊本地方を震央とする

最大震度５弱以上の地震
（気象庁 震度データベース検索）

時刻 最大震度

１時２５分 震度７

１時４４分 震度５弱

１時４５分 震度６弱

７時２３分 震度５弱
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４．本震発生後

2016年4月16日（土）
朝8時頃
熊本大学運動場
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中央館 ４月１６日（土）

• 本震後の職員安否確認

• 職員数名が出勤

• 重要文化財を含む貴重資料の状況確認・

関係機関への連絡

• 図書館への避難者の受入について打診あり
→熊本大学災害対策本部の指示に従う旨を連絡。

その後、避難者の受入先として図書館を使用しない

との連絡があった。
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４．本震発生後の被害状況

• （中央館） 耐震工事は２０１３年に完了

• 耐震・免震対策では

「震度５クラスの地震に耐え、構造体は

破損が生じないように耐震・免震機能を

有すること」 （書架の仕様書に記載）

24



• 壁面クラック（ひび割れ）

中央館 2017年6月撮影 （修復過程）

４．本震（４月１６日）後の被害状況
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• 壁面クラック（ひび割れ）

中央館 2017年6月撮影 （修復過程）

４．本震（４月１６日）後の被害状況
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• 壁面クラック（ひび割れ）

中央館 2017年6月撮影 （修復過程）

４．本震（４月１６日）後の被害状況
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 医学系分館 壁の剥落 １～２階の階段

4月15日（金）撮影 4月18日（月）撮影

前震後 本震後
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

医学系分館 【本震後】

照明の落下（２階） 柱の剥落（１階）

4月18日撮影 4月19日撮影
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 資料の落下 中央館 4月15日（金）撮影

２階 新書・文庫コーナー【前震後】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 資料の落下 中央館 4月16日（土）撮影

２階 新書・文庫コーナー【本震後】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 資料の落下 中央館 4月14日（木）撮影

２階 大型本コーナー【前震後】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 資料の落下 中央館 4月18日（月）撮影

２階 大型本コーナー【本震後】
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避難経路をふさぐ事態に
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 資料の落下 医学系分館 電動集密書架

4月18日（月）撮影【本震後】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 資料の落下による破損 中央館

破損
36



４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 医学系分館 書架への紐かけ ２階

4月22日（金）撮影

落下防止対策
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 水損 工学部１号館の研究室配置資料

5月6日（金）撮影

水損カビ
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 書架の傾斜 医学系分館 地下書庫

5月18日（月）撮影【本震後】

傾斜
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 棚板の破損 中央館 ２階

4月18日（月）撮影【本震後】

破損
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 壁面アンカーボルトはずれ 中央館 ２階

4月18日（月）撮影【本震後】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 書架の倒壊 医学系分館 １階 新着雑誌架

4月15日（金）撮影【前震後】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• 書架の倒壊 医学系分館 １階

4月18日（月）撮影【本震後】

書架倒壊
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• マップケース 中央館 地下書庫

4月15日（金）撮影【前震後】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• マップケース転倒 中央館 地下書庫

4月18日（月）撮影【本震後】

転倒
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• ガラス 中央館 １階ロビー

３月２９日撮影 【地震発生前】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• ガラス 中央館 １階ロビー

4月18日（月）撮影【本震後】

転倒
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• ガラス 中央館 １階ロビー

4月18日（月）撮影【本震後】
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• ガラス製防煙垂れ壁 中央館 １階

4月18日（月）撮影【本震後】

ガラス破損
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４．本震（４月１６日）後の被害状況

• ライフラインについて

○ 電力供給

上下水道

○ 井戸水・浄化供給

（大学が独自に切り替え）

都市ガス

○ ネット環境 （図書館システム・ＨＰ）

×

×
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５．サービス再開に
向けて

作業用ブックトラックを
２階へ運ぶ職員 51



４月１８日（月）以降

• 全館臨時休館を｢当面の間｣へ延長

• 館内の再点検、施設・備品被害調査

• 全学会議における指示に基づき、

図書館長をリーダーとする対策チームを設置

• 連日ミーティングによる情報共有

• 過去の図書館復旧記録を参考とした。

• 情報の取り扱い（被害写真の流出厳禁）
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復旧作業：地震発生～１週目

４．１８（月） ・復旧作業開始

４．１９（火） ・図書館対策チーム立ち上げ
・授業再開が５月９日（月）と発表あり
・貸出中図書の返却期限日変更
・学外からの支援についてＨＰ掲載開始

４．２１（木） ・エレベータ利用再開

当初は、作業時間の管理と
全体の足並みを揃えることが難しかった。

53



平積み → 並べ替え → 配架
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平積み → 並べ替え → 配架
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復旧作業：地震発生～２週目

４．２７（水） ・都市ガス復旧
・中央館サービス再開に向けて

大学執行部と打ち合わせ
・５月２日（月）からの開館が決定

４．２８（木） ・図書館利用再開に向け広報開始

・開館に向けて準備開始・タスクリスト作成

・スタッフから寄せられた不安の声
→ 連日の作業・車中泊による疲れ

→ （平常時）土日祝日は少人数での開館だった
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ヘルメット・マット（休憩室）
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余震への配慮 （ラーニングコモンズ）
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復旧作業：５月１週目～

５．２（月） ・中央館 部分開館 開始

＜学生限定＞１階ラーニングコモンズのみ

開館時間 平日 １０:００‐１８:００
土日祝日 １２:００‐１８:００

・医学系分館 倒壊書架 撤去作業

土日祝日は少人数で開館
（熊本大学職員２名・業務委託スタッフ２名）
→ 避難経路の再確認・マニュアル作成
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５月２日（月）～８日（日）の掲示物
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５月２日（月）～８日（日）の掲示物
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医学系分館の書架撤去（５月２日）
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復旧作業：５月２週目～

５．９（月） ・授業再開
・中央館 開館時間を延長

開館時間 平日 ８:４０‐１８:００
土日祝日 １２:００‐１８:００

・多目的ラウンジ（半地下）・南棟再開
・薬学部分館 部分開館 開始

５．１０（火） ・中央館 ２階閲覧室 利用再開（一部立入禁止）

・医学系分館 部分開館 開始

学外団体からボランティアの打診があったが、
受入は行わなかった。
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５月９日（月）～の掲示物
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５月９日（月）～の掲示物
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利用可能エリアを徐々に拡大
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利用者用のヘルメット
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資料を利用する学生の姿
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復旧作業：５月後半～

５．２３（月） ・中央館 地下書庫 利用再開
・「しんぶんカフェ in 熊大」再開

５．２５（水） ・定期休館日
・２階大型本コーナーの仮配架完了

棚の下段に落下抑制シートを敷いた
・２階の立入禁止エリアを全面解除

中央館・地下書庫の利用について教員から
「今後の見通し」を明確にするよう

要望があった。
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「今後の見通し」をＨＰに掲載
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復旧作業：６月～

６．１（水） ・中央館 通常開館時間へ

開館時間 平日 ８:４０‐２２:００
土日祝日 １２:００‐１８:００

６．２０（月） ・医学系分館 通常開館時間へ
開館時間 平日 ９:００-２１:００

土日祝日 １２:００‐１８:００

・中央館から応援者を派遣し
復旧作業を行った。

・夜間開館再開に向けて
非常時マニュアルを改訂した。

71



地震の影響か？

• 梅雨に入り、気づかなかったことが出てきた

• ６月１９日、２１日、２３日

• 地下書庫に漏水
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地震の影響か？

• 梅雨に入り、気づかなかったことが出てきた

• ６月１９日、２１日、２３日

• 地下書庫に漏水
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復旧作業：７月以降～２０１７年

７．１９（火） ・薬学部分館 書庫 利用再開

９．２７（火） ・医学系分館 １階雑誌書架 利用再開

２０１７年

４．３（月） ・医学系分館 地下書庫 利用再開

比較的早期に通常開館を再開できたが
約１年半を経過した今でも

完全に復旧していない箇所がある
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医学系分館
壁の補修

2017.9.12 2017.9.14
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６．地震後の対策
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掲示物 （2016年5月9日～31日）
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掲示物 （2016年6月1日～）

（イラストの出典）効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

http://www.shakeout.jp/info/category/download/
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地下書庫の利用

• 地下の書庫利用は従来より申請制

• 地下２階は電波が届かない

• 「書庫利用票」にホイッスルをつける
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保安灯の設置

• 中央館 19箇所

• 医学系分館 10箇所

• 薬学部分館 9箇所

・周囲が暗くなると自動点灯

・停電と同時に自動点灯

・コンセントから外すと

携帯電灯になる
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保安灯の設置
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７．記録を残し、伝える

熊本地震ライブラリ
館内展示
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「熊本地震ライブラリ」資料収集

• ２０１６年
６月２１日 附属図書館震災記録ワーキング発足

７月１４日 （前震発生から３ヶ月）資料収集開始

１０月１４日 （前震発生から６ヶ月）

「熊本地震ライブラリ」を公開

館内展示 ６５点

web版（リンク集） ５０機関

• ２０１７年
４月１４日 （前震発生から１年）

館内展示 ２００点

web（リンク集） １２０機関
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「熊本地震ライブラリ」館内展示
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「熊本地震ライブラリ」wｅｂ版
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【ＰＲ】 第３３回 貴重資料展

熊本大学附属図書館所蔵の

貴重資料を一般公開（年１回）

今年度のテーマ

『近世熊本城の被災と修復』

２０１７年１１月３日（金）

～５日（日）

公開講演会 11月3日（金）

「細川忠利の領国支配と熊本城」

稲葉継陽
（熊本大学永青文庫研究センター長/教授）
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さいごに

• やっておけばよかったこと

【写真撮影】

・平常時の写真を残しておくべきだった。

・被災後は、同じアングルで撮影（定点観測）

し、復旧の経過が分かるように撮影すれば

よかった。

• やってよかったこと

・細かいことでもこまめにメモを残す

・記録集の作成（振り返りに役立つ）
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参考資料

• 白川の過去の水害 国土交通省九州地方整備局 熊本河川国道事務所
http://www.qsr.mlit.go.jp/kumamoto/river/shirakawa/suigai/index.html

（参照：2018.9.20）
• 気象庁 推計震度分布図

http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/suikei/eventlist.html
（参照：2018.9.20）

気象庁 震度データベース検索
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php （参照：2018.9.20）

• 効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議 ３つの安全行動イラスト（英語・日本語対応）

http://www.shakeout.jp/info/category/download/ （参照：2018.10.4）
• 澤田敬『「平成 28 年熊本地震」業務記録』熊本大学附属図書館， 2017.3.

http://hdl.handle.net/2298/36463 （参照:2017.7.27）
• 川内野祐子「熊本地震からの図書館復旧」『Better Storage』Vol.206，p.1-4，

2017.7
• 笠彩子ほか「地震から得た学び : 震災時に取るべき図書館職員のアクションとは

何か」『PASSION』Vol.38，p.12-15，2016.11.
http://hdl.handle.net/2298/35801 （参照:2017.7.27）
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ご清聴ありがとうございました

地震後の大天守・小天守

熊本市熊本城調査研究センター 熊本城で自由研究！
https://www.city.kumamoto.jp/hpKiji/pub/detail.aspx?c_id=5&id=5566&class_set_id=3&class_id=1982

（参照：2018.9.20）
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